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リモートセンシング・地上観測の融合研寛を目
指すトレーニングコースの鼠み

トレーニングコースがなぜ必要なのか？
特徴はなにか？

．融合研究を進める若手・次世代研究者の育成
が必要不可欠

－地上観測とリモートセンシンゲのギャップと
可能性を知る
ー現地計測、 GIS・リモセンデータの八ンドリング
技術の習得

一生態系情報の空間不均一性を体感
一統合研究の可能性・重要性を探る

・実際の拠点サイトを活用する

ー現実感をもった学習効果

ープロジェクトの推進に直接的貢献

第5回森林構造・バイオマスセミナー
ニ森林分野地上検証活用研究会ニ

トレー二ングコース
2014年10月15～16日 北海道大学雨龍研究林

キ－トピックス：
・葉面積指数の計測
・衛星リモセンデータの解析

森林構造・バイオマスの評価はなぜ必要なのか？

空間スケール

金球

地域

生員長系

個体

土壊

菜 ・リター

秒・分 日 月・年 10年・100年時間スケール

森林構造・バイオマスセミナー
＝森林分野地上検証活用研究会＝

・異なるアプローチ ・専門分野の研究者が集まり、

最新研究情報の共有や意見交換を通じて、新た

な課題創出、共同研究の方向性を議論する。

・生態系調査、地上レーザー、近接リモセン、ヘ

リコブター観測、航空機ライター・空中写真、

衛星ソモセン、モテ‘ルシミュレーション
ー第1回北海道大学雨龍研究林（2012年6月）

ー 第2回千葉大学環境ソモートセンシンク研究センター（2013年2月）

ー 第3回北l寄道大学苫小牧研究林（2013年6月）

ー 第4固千葉大学環境＇）宅一トセンシンク研究センター（2014年戸月）

参加者の構成

・学部生6名、修士院生5名、博士院生1名
・教員9名、博士研究員1名

・北海道大学、 千葉大学、筑波大学、 JAMSTEC

宿泊施設・ フィール ド北海道大学雨能研究林
旅買 ー消耗崩 北海道大学、干葉大学CEReS、筑波大学、 GCOMC-RAほか

関置園
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プログラム概要

・最新研究のレクチャ－

・衛星リモセン解析トレーニング

・葉面積指数（LAI）計測トレーニング

．今後に向けた議論

トレーニング講師
シ小林秀樹さん (JAMSTEC)
〉秋津朋子さん（筑波大）
中路達郎さん（北海道大）

スーパーサイト候補（北髄 大学雨能研究林 泥JIIアカ工ゾマツ湿地林） ；¢

ぽ …
j駅、
守吋Ii

ト4酒盛
t 500m J ｛｝シー）j7<

闇圃・

野外トレー二ングの様子

機器を用いた葉面積指数 （LAI)の計測
ハイパースペクトjレデータの計測

レクチャーの内容

・吉田俊也 （北大雨能）

雨龍研究林における森林計測～泥川流域 （ス→トザイト側面）

． 中路達郎 （北大苫小制

苫小牧研究林の生態系研究とス－）tーサイト構想

．秋津朋子 （筑液大）

富士北麓サイトでの集中観測トレーニングコース

． 高木健太郎 ｛北大夫温）

天塩研究林での森林バイオマス評価研究

・佐々井崇博（筑波大］

衛星リモートセンシンク・ LAI＇↑青報を用いた森林炭素収支研究

室内トレー二ング

・衛星リモートセンシンク‘の基礎と応用
・地理情報システム（GIS）の基礎と応用
－υモセンデータの入手、参照、活用方法の演習
(NDVI算出など）

野外トレー二ングの様子

アカ工ゾマツ林冠下、ササ植被下での葉面積指数の計測
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野外トレー二ングの様子

目視判読によるアカエゾマツ（常緑針葉樹）の葉寿命調査

リターフォール、LMA（厚さ） 、葉寿命を用いたLAIの推定

現地で計測したデータの集計・解析

九齢＜－，－闘門岡 M ・・...
ti: .. ＇山由肱，＂ .....・.r;;・.，＿... ，陣”田 組 編司.::.-g JI ;·~ ,II, 
町 2・，＂ -・ 3' .A.・・ E・・ m .. ，.叫開園宅，、 >13－・争山叫臥圃 H コMU・k..・・m 叫 凶

鼠－，・.. 回 同 刷・. ..岨
,-r一ー－－－.一十一τ一一且-. -. . ,; 
1山崎＇＇由叱即日月四 M' ..叩山・叩 ・－ ... 
s ，.，.＿.，，，，＿ 司’l崎一
－ U四，四 ・n~ u輔．．叫‘ ・・陣・m川副榊・・...’叩い聞’間四一間

E・r，叩“唱 a・＂＂＇山

崎 ・・4 ・山・皿・即 ・即？・ ＇＇叩．町・四川 3明

暗 ー『M・一...鳩山－尉 ・-
" い 11:-a,..no，田・四 a-
1・ 川町・m ・M ・...＇叫
？． 0 ・叩・肝・•·• ・－ ・m

：：巴~

！一、／ コ

’「」／」＼

し，或~.olfJ コ・
畑 山

トレーニングコースを通じて学んだこと ｜｜ トレーニングコースを通じて学んだこと

・研究者育成には有効なアプローチ

・講師側にち多様な発見、メリット

・時間は不足気昧（3日程度は必要か？）

．研究手法のマニュアル整備が必要

研究林全天トレイル
(htto：／／干orestcsv.ees.hokuda i .ac. io/wst/i ndex. htm I) 

一一日酬間開

町一一一一ーー一一日目

360° VRカメラ（四季）． 論文リンウ
・調査法・説明ムピ
デーヲベース＇）ンヲ

‘1 

・研究者育成には有効なアプローチ

．講師側にち多様な発見、メリッ ト

・時間は不足気昧（3日程度は必要か？）

. 石Ff究手法のマニュアル整備が必要

購読題 園調
I研究林全天トレイル l匝重

今後の展望・予定

・第6回森林構造・バイオマスセミナー
-2015年2月19日（木）午後
ー干葉大学環境リモートセンシンク‘センター

・苫小牧研究林スーパーサイト：集中観測
-2015年8月中旬

・雨龍研究林：ス－J，ーサイト整備
．天塩研究林・中川研究林への展開
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トレー二ングコース案
（総合討論より）

• PENカメラ（魚眼レンズ）によるLAI解析

・地上観測データ（毎木調査）の大量データ

解析（GISほか）

・生態系プロセスモデルの利用法

－稼働中の衛星をリアルタイムで利用

スーパーサイト候補地 （北海道大学苫小牧研究林落葉広業樹林）
ヰ本冠ヲレーン南西エリア


	026



